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子育て・福祉

教育

「町民目線でフカボリ！」
柔道でグローバル教育　
オーストラリアの柔道クラブが来日。
総合体育館・アタゴ記念館での町内外の子ども達の稽古に参加。
スポーツを通した交流は言葉の壁を越えたグローバル教育の
大きな一歩となっている。

将来にわたる「生きた教育」を推進
令和 5 年度から 3 中学校一斉に実施された中学校
探求学習実施事業。「創りたい寄居の町」をメイン
テーマとし、生徒が自身の興味関心をもとにゼミを
選択し探求的な学習に取り組む授
業で、学習のまとめとして町長へ
の提言を行っています。

男衾地区（塚越区）では地域の教員 OB が中心となり、
夏休み・冬休み期間に勉強会（宿題や書き初め等）を開催。
　　　　　    真心こもった食事の提供もあり、子どもや
                   保護者から好評を得ている。
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人さん
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真さん

真
ま ひ ろ

啓さん

夏休みの子どもたちも、みな
楽しみに参加させてもらってます。
おいしい手作りの食事も
助かります。

權
ご ん だ

田仁
ひ と み

美さん（男衾）

82.5点

15.4%
議員の採点は

（最高 95 点・最低 60 点）

町民アンケート結果
学校教育・教育環境

満足・ほぼ満足

82.8点

 13.7%
議員の採点は

（最高 92 点・最低 60 点）

町民アンケート結果
子育て環境

満足・ほぼ満足
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中学生から中学生から
町長への提言町長への提言

令和５年度新事業
注目の
数字

久保鷹矢議員の採点 90点

中
ここを聞いた！

学生からの提言
 問  中学校探求学習実施事業

（115 万円）の、生徒からの提言
に対する返答は。

 答  生徒からの提言に対して、一つ一つ丁
寧に町長が返答している。

津久井大雄議員の採点 90点

自
ここを聞いた！

転車の保険
 問  自転車損害保険補助金（15

万円）の内容は。
 答  町内 3 中学校の PTA に補助。徒歩

通学の生徒も部活等での利用もあり、全
員の加入（686 人）を進めた。

浅見玲子議員の採点 60点

学
ここを聞いた！

力向上推進？
 問  学力向上推進委員会（9 万

円）の実績は。
 答  小中学校長 2 名、ＰＴＡ2 名、学識経

験者1名、各校の学力向上推進担当教員
の構成で、全国及び県の学力学習状況調
査等の分析を行い、課題を検討している。

大澤 博議員の採点 60点

パ
ここを聞いた！

ートナーシップ
 問  パートナーシップ・ファミリーシッ

プ制度の届け出件数は。
 答  1件の届け出があった。

原口 孝議員の採点 85点

学
ここを聞いた！

童指導員の処遇
 問  放課後児童健全育成事業（1億円）に

おいて指導員の処遇改善はなされたか。
 答  決算額のうち、3事業で2500万円（92人対象）

を処遇改善に充てた。

稲山良文議員の採点 90点

価
ここを聞いた！

格高騰支援
 問  電力・ガス・食料品等価格高騰重

点支援給付金（9675 万円）、効果的な
給付がなされたか。

 答  1世帯あたり3 万円、物価高騰の負担感が
大きい低所得者世帯 3225 世帯に支給できた。

注目の
数字

22.2%

学童（放課後学童（放課後
児童クラブ）児童クラブ）
の利用率の利用率

（418人）

初めて日本に来ました。
寄居町の子どもたちと
会えてうれしい♪

I'm happy to meet 

　the children of Yorii Town.

白
しらかわ

川りかさん
（男衾）

テナヤ・グリーンさん
（オーストラリア）

フカ
ボリ

フカ
ボリ

ギカイの視 点

地域コミュニケーションが希薄化
する中、寄居町には積極的に子ど
も達を育てる地域の教育力があ
る。家庭や学校との連動で、深く
強い「人間力」を育みたい。

ギカイの視 点

小学生数は減っても、
学童の入所希望者は増
加の一途。町民ニーズ
にマッチした事業展開
を要望。「子育てするな
ら寄居町」の実感を。

あわせて
 読 みたい

あわせて

 見 
たい

寄居議会だより
No.113 P.6-7

議会HP
「議会だより関連動画」

「町民目線でフカボリ！」
地域で子どもを育てたい

教員ＯＢとして地域に
貢献できること、
子どもたちの未来に
関われることに
生きがいを感じています。

道
どうしょう

正 幸
ゆきのぶ

信さん（男衾）


